
(57)【要約】

　　【解決手段】本発明は航空ヘルメットの前面に装着

されるバイザーであって、該バイザーは、光吸収色素を

含有する着色ポリカーボネート板と、該着色ポリカーボ

ネート板からなるバイザーにおける顔面とは対面しない

面に形成された誘電体多層膜と、顔面に対面する面に形

成された波長５４３nmの投影光に対する部分反射膜とを

有し、該誘電体多層膜および波長５４３nmの投影光に対

する部分反射膜の表面に、界面活性剤を含有する酸化物

複合膜が形成されていることを特徴とする航空ヘルメッ

ト用バイザーである。

　　【効果】本発明によれば、バイザーの光学的特性を

損なうことなく、バイザーに耐擦傷性および防曇性を付

与することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 航 空 ヘ ル メ ッ ト の 前 面 に 装 着 さ れ る バ イ ザ ー で あ っ て 、 該 バ イ ザ ー は 、 光 吸 収 色 素 を 含
有 す る 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 と 、 該 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 か ら な る バ イ ザ ー に お け る
顔 面 と は 対 面 し な い 面 に 形 成 さ れ た 誘 電 体 多 層 膜 と 、 顔 面 に 対 面 す る 面 に 形 成 さ れ た 波 長
５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 と を 有 し 、 該 誘 電 体 多 層 膜 お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの 投
影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 の 表 面 に 、 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 酸 化 物 複 合 膜 が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 誘 電 体 多 層 膜 お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 の 表 面 に 、 水 溶 液 か
ら の 酸 化 物 の 析 出 に よ り 酸 化 物 複 合 膜 が 形 成 さ れ て お り 、 該 酸 化 物 複 合 膜 に 界 面 活 性 剤 が
含 有 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 第 1項 記 載 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 光 吸 収 色 素 が 短 波 長 側 の レ ー ザ ー 光 を 部 分 的 に 吸 収 す る も の で あ り 、 誘 電 性 多 層 膜
が 長 波 長 側 の レ ー ザ ー 光 を 部 分 的 に 反 射 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 第 1項 ま
た は 第 2項 記 載 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ― ト 板 の 可 視 光 の 透 過 率 （ 視 感 透 過 率 ） が 、 ３ ～ ６ ０ ％ の 範 囲 内
に あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 第 1項 記 載 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 酸 化 物 複 合 膜 が 、 チ タ ン 酸 化 物 、 ジ ル コ ニ ウ ム 酸 化 物 お よ び ケ イ 素 酸 化 物 よ り な る
群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 種 類 の 金 属 酸 化 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 第 ２ 項 記 載
の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 酸 化 物 複 合 膜 の 平 均 厚 さ が 、 ５ ～ １ ０ ０ nmの 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
第 ２ 項 ま た は 第 ５ 項 記 載 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 酸 化 物 複 合 膜 が 、 対 応 す る 金 属 の フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 が 溶 解 さ れ て い る 水 溶 液 中
に フ ッ 素 補 足 剤 を 添 加 す る こ と に よ り 、 金 属 酸 化 物 を 誘 電 体 多 層 膜 お よ び ５ ４ ３ nmの 投 影
光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 が 形 成 さ れ た 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 表 面 に 析 出 さ せ る こ と に よ り
形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 第 ２ 項 ま た は 第 ５ 項 記 載 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト
用 バ イ ザ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 本 発 明 は 、 レ ー ザ ー 遮 光
性 能 と 投 影 機 能 を 有 す る 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 航 空 機 の 運 行 に 関 す る 情 報 を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 さ れ る バ イ ザ ー に 投 影 し て 表
示 す る バ イ ザ ー 投 影 型 の HMD(Helmet Mounted Display)が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な バ イ
ザ ー 投 影 型 HMDで は 手 垢 お よ び 水 蒸 気 か ら 誘 電 体 多 層 膜 を 保 護 す る た め に 、 ヘ ル メ ッ ト バ
イ ザ ー の 裏 面 （ 顔 に 対 面 す る 面 ） に 誘 電 体 多 層 膜 を 蒸 着 し 、 こ の 誘 電 体 多 層 膜 に よ り 、 レ
ー ザ ー 遮 光 と 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 部 分 反 射 と を 同 時 に 行 う 方 式 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の バ イ ザ ー 投 影 型 の HMDに お い て は 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 部 分 反 射 率 と 視 感
透 過 率 の 比 で 定 義 さ れ る コ ン ト ラ ス ト （ C） が 下 記 の 式 で 示 す 関 係 を 満 た す こ と が 必 要 に
な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 式 か ら 明 ら か な よ う に 、 バ イ ザ ー 投 影 型 の HMDに お い て は 、 コ ン ト ラ ス ト （ C） は １
． ２ 以 上 で あ る こ と が 必 要 に な る 。 と こ ろ が 、 遮 光 レ ー ザ ー 光 が 、 可 視 領 域 か ら 近 赤 外 線
領 域 に わ た る 多 波 長 の レ ー ザ ー 光 で あ る 場 合 、 従 来 の レ ー ザ ー バ イ ザ ー の 顔 に 対 面 す る 面
（ 裏 面 ） に 形 成 さ れ た 誘 電 体 多 層 膜 に お け る 波 長 ５ ４ ３ nmの 部 分 反 射 率 が 低 下 す る 。 こ の
た め バ イ ザ ー 型 HMDに お け る コ ン ト ラ ス ト （ C） を １ ． ２ 以 上 に す る た め に 、 レ ー ザ ー バ イ
ザ ー の 可 視 光 の 透 過 率 （ 視 感 透 過 率 ） を 意 図 的 に 低 下 さ せ ざ る を 得 な か っ た 。 こ の た め 、
従 来 の バ イ ザ ー 投 影 型 HMDは 、 視 感 透 過 率 が 低 い 、 即 ち 、 バ イ ザ ー を 透 過 す る 光 量 が 少 な
く 、 暗 い と い う 問 題 が あ り 、 バ イ ザ ー に お い て は 、 視 感 透 過 率 を 高 く す る こ と と 、 高 い コ
ン ト ラ ス ト を 得 る こ と は 、 そ の 構 造 上 、 同 時 に 満 足 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 従 来 の レ ー ザ ー バ イ ザ ー で は 、 バ イ ザ ー の 内 側 、 即 ち バ イ ザ ー の 顔 面 に 対 面
す る 面 に 導 電 体 多 層 膜 を 蒸 着 す る 必 要 が あ り 、 こ の よ う に 内 側 に 誘 電 体 多 層 膜 を 配 置 し た
バ イ ザ ー で は 、 高 い 視 感 透 過 率 と 、 バ イ ザ ー 投 影 型 の HMDの コ ン ト ラ ス ト （ C） と を 同 時 に
向 上 さ せ る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 航 空 ヘ ル メ ッ ト に 装 着 さ れ て レ ー ザ ー 投 影 型 の HMD(Helmet Mounted Display
)と な る バ イ ザ ー で あ っ て 、 高 い コ ン ト ラ ス ト を 有 す る と 共 に 、 バ イ ザ ー の 視 感 透 過 率 の
高 い 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 耐 擦 傷 性 お よ び 防 曇 性 に 優 れ て い る と 共 に 、 高 い コ ン ト ラ ス ト を 有 し
,視 感 透 過 率 の 高 い 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 航 空 ヘ ル メ ッ ト の 前 面 に 装 着 さ れ る バ イ ザ ー で あ っ て 、 該 バ イ ザ ー は 、 光 吸
収 色 素 を 含 有 す る 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 と 、 該 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 か ら な る バ イ ザ
ー に お け る 顔 面 と は 対 面 し な い 面 に 形 成 さ れ た 誘 電 体 多 層 膜 と 、 顔 面 に 対 面 す る 面 に 形 成
さ れ た 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 と を 有 し 、 該 誘 電 体 多 層 膜 お よ び 波 長 ５
４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 の 表 面 に 、 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 酸 化 物 複 合 膜 が 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー は 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 に 、 誘 電 体 多 層 膜 と
波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 と を 有 し 、 こ れ ら の 膜 の 表 面 が 、 水 溶 液 法 に よ
り 形 成 さ れ た 酸 化 物 複 合 膜 で 被 覆 さ れ 、 さ ら に こ の 酸 化 物 複 合 膜 中 に は 界 面 活 性 剤 が 含 有
さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー は 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 顔 面 と は 対 面 し な い
面 （ 凸 部 ） に 誘 電 体 多 層 膜 を 蒸 着 に よ り 形 成 し 、 こ の 着 色 ポ リ カ ー カ ー ボ ネ ー ト 板 の 顔 面
に 対 面 す る 面 （ 凹 部 ） に 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 を 形 成 し 、 さ ら に 誘 電
体 多 層 膜 お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 の 表 面 に 、 酸 化 物 複 合 膜 を 形 成
し 、 こ の 酸 化 物 複 合 膜 に 陰 イ オ ン 系 界 面 活 性 剤 を 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 本 発 明 の バ イ ザ
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ー に 防 曇 性 を 付 与 す る と 共 に 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ― ト 板 の 顔 面 に 対 面 し な い 面 （ 凸 部 ） に
形 成 さ れ た 誘 電 体 多 層 膜 、 お よ び 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 顔 面 に 対 面 す る 面 （ 凹 部 ）
に 形 成 さ れ た 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 を 保 護 す る こ と が で き る 。 特 に 誘
電 体 多 層 膜 の 外 側 に 酸 化 物 複 合 膜 を 形 成 し て 保 護 し て い る の で 、 こ の 誘 電 体 多 層 膜 を 着 色
ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 顔 面 に 対 面 し な い 面 （ 凸 部 ） に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 誘 電 体 多 層 膜 を バ イ ザ ー の 顔 面 に 対 面 し な い 面 （ 凸 面 ） に 形 成 し て も 、 こ の
誘 電 体 多 層 膜 の 外 側 に 酸 化 物 複 合 膜 を 形 成 す る こ と に よ り 、 誘 電 体 多 層 膜 が 保 護 さ れ 、 耐
擦 傷 性 が 通 常 の 使 用 に 耐 え る 程 度 に 向 上 す る 。 そ し て 、 こ の よ う に 誘 電 体 多 層 膜 を バ イ ザ
ー の 顔 面 に 対 面 し な い 側 の 表 面 （ 凸 面 ） に 形 成 し 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反
射 膜 を バ イ ザ ー の 顔 面 に 対 面 す る 側 の 表 面 （ 凹 部 ） に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー は 、 大 変 優 れ た 耐 擦 傷 お よ び 防 曇 性 を 有 し て
い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー お よ び こ の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー に よ
る 虚 像 形 成 の 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ
ー の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 付 番 １ ０ は 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー で あ る 。 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト
用 バ イ ザ ー １ ０ は 、 可 視 光 領 域 か ら 近 赤 外 領 域 に い た る レ ー ザ ー 光 に 対 す る 遮 光 性 能 を 有
し て い る 。 さ ら に 、 こ の 航 空 ヘ ル メ ッ ト に は 、 Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tubes） １ ３ ,１ ３ が
装 着 さ れ て お り 、 こ の CRT上 の 画 像 情 報 を 投 影 光 学 装 置 １ ２ ,１ ２ か ら 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ
ッ ト 用 バ イ ザ ー １ ０ の 顔 面 に 対 面 す る 面 に 投 影 す る こ と に よ り 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー
１ ０ の 外 側 に 虚 像 を 形 成 し 、 こ の 航 空 ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し た 人 は 、 こ の 虚 像 に よ り 画 像 情
報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー １ ０ の 横 断 面 図 を 図 ２ に 示 す 。 こ の 航 空 ヘ ル メ ッ
ト 用 バ イ ザ ー １ ０ は 、 顔 面 側 に 湾 曲 し た 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ と 、 こ の 着 色 ポ リ カ
ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ を 基 板 と し て 、 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 一 方 の 表 面 に 形 成 さ
れ た 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 他 方 の 表 面 に 形 成 さ れ た 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分
反 射 膜 １ ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ― ト 板 １ ４ に は 、 短 波 長 側 の 可 視 光 を 吸 収 す る 光 吸 収 色 素 が 混 練
さ れ て お り 、 こ の 光 吸 収 色 素 は 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ― ト 板 １ ４ 中 に 均 一 に 分 散 さ れ て い る 。
こ こ で 短 波 長 側 の 可 視 光 を 吸 収 す る た め の 光 吸 収 色 素 と し て は 、 た と え ば 、 ア ゾ 系 油 溶 染
料 、 フ タ ロ シ ア ン 金 属 錯 体 色 素 、 金 属 錯 体 系 吸 収 剤 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら は
単 独 で あ る い は 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー
に お い て は 、 上 記 の よ う な 光 吸 収 色 素 は 、 基 材 と な る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 厚 み に も 依 存
す る が 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 通 常 は ０ ． ０ ０ ５ ～ １ 重 量 部 の 範 囲 内
の 量 で 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 光 吸 収 色 素 は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト を 溶 融 混 練 す る 際 に 添 加
さ れ て 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 中 に 均 一 に 分 散 さ れ る 。 こ の よ う な 光 吸 収 色 素 を 均 一 に 分 散 す
る こ と に よ り 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 は わ ず か に 着 色 し 、 特 に 可 視 光 線 で あ る 波 長 ３ ８ ０ ～
７ ８ ０ nmの 可 視 光 線 の 視 感 透 過 率 は 、 通 常 は ３ ～ ６ ０ %程 度 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 顔 面 側 と は 反 対 の 側 ２ ５ の 表 面 （ 凸 面 側 ） に は 、 通
常 は 、 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 通 常 は こ の 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン
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樹 脂 膜 ３ ０ を 介 し 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３
０ は 、 ケ イ 素 に 、 酸 素 ・ 炭 素 を 結 合 さ せ た 構 造 を 有 す る 有 機 シ ラ ノ ー ル を 塗 布 し 加 熱 硬 化
さ せ る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ の 表 面 に 誘
電 体 多 層 膜 １ ５ を 形 成 す る こ と に よ り 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ に 対 す る 密 着 性 が 良
好 に な る 。 こ う し て 形 成 さ れ る 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ の 厚 さ は 、 通 常 は １ ０ ０ ～
２ ０ ０ nmの 範 囲 内 に あ る 。 な お 、 こ の 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ は 極 め て 薄 層 で あ り
、 ま た 、 無 色 で あ る こ と か ら 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 光 透 過 性 は こ の 熱 硬 化 性 シ
リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 形 成 す る こ と に よ っ て は 実 質 的 に 変 動 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に し て 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 顔 面 と は 反 対 の 側 ２ ５ の 表 面 （ 凸 面 ）
に 、 通 常 は 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 介 し て 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ は 屈 折 率 の 異 な る 複 数 の 誘 電 体 層 か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 複
数 の 誘 電 体 層 か ら な る 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ の 例 を 示 す 。 図 ３ に お い て 、 付 番 １ ８ は 空 気 層 で
あ り 、 付 番 ２ ０ は 第 １ 誘 電 体 層 で あ り 、 付 番 ２ １ は 第 ２ 誘 電 体 層 で あ り 、 付 番 １ ９ は 着 色
ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 で あ る 。 空 気 層 １ ８ の 屈 折 率 は 、 n 0 ＝ １ で あ り 、 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ の
屈 折 率 は ｎ 1 で あ り 、 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ の 屈 折 率 は 、 n 2 で あ り 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 板
の 屈 折 率 は n s ＝ １ ． ５ ９ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ お よ び 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ の 厚 さ は 、 反 射 さ せ よ う と す る 光 の 波
長 の １ ／ ４ の 光 路 長 の 厚 さ で あ る 。 こ の と き の 直 入 射 に 対 す る 反 射 率 （ R） は 、 次 式 （ A）
で 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 式 （ A） に お い て 、 ｐ は 、 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ と 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ の 組 み 合 わ せ の 繰
り 返 し 回 数 で あ り 、 図 ３ に 示 す 構 成 の 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ の 場 合 に は 、 ｐ ＝ １ で あ る 。 ｎ 1

＞ ｎ 2 で か つ そ の 差 が 大 き い ほ ど 、 高 い 反 射 率 （ R） が 得 ら れ る 。 ま た 、 組 み 合 わ せ の 繰 り
返 し 回 数 ｐ が 大 き い ほ ど 高 い 反 射 率 （ R) が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に お け る 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ は 、 上 記 の 条 件 に よ り レ ー ザ ー 反 射 率 が よ り
高 く な る よ う に そ の 形 成 素 材 、 各 層 の 厚 さ 、 お よ び 、 層 構 成 を 設 定 す る こ と が で き る 。 こ
の よ う な 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ は 、 例 え ば 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 フ
ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 フ ッ 化 セ リ ウ ム お よ び 硫 化 亜 鉛 な ど で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、
上 記 の よ う な 成 分 か ら 形 成 さ れ る 層 の 厚 さ は 、 通 常 は 、 反 射 し よ う と す る レ ー ザ ー 波 長 の
１ ／ ４ 波 長 の 光 路 長 と な る よ う に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 層 構 成 は 、 図 ３ に 示 し た よ う に ２ 層
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構 成 と す る こ と も で き る し 、 さ ら に ３ 層 構 成 以 上 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 こ の 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ で 波 長 ６ ９ ４ nmの ル ビ ー レ ー ザ ー 光 お よ び 波 長 １ ０
６ ４ nmの Nd-YAGレ ー ザ ー 光 を 反 射 さ せ よ う と す る 場 合 、 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ を SiO 2 で 形 成 し
、 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ を TiO 2 で 形 成 す る 。 こ う し て 形 成 さ れ た 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ の 屈 折 率 n 1
は 1.46と な り 、 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ の 屈 折 率 n 2 は 2.4と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ は 、 (a)着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ ／ 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ （ 形
成 成 分 ； MgF 2 、 屈 折 率 ＝ １ ． ３ ８ ） ／ 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ （ 形 成 成 分 ； ZrO 2 、 屈 折 率 ＝ ２ ．
１ ） 、 （ b)着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ ／ 第 １ 誘 電 体 層 ２ ０ （ 形 成 成 分 ； CeF 3 、 屈 折 率 ＝
１ ． ６ ３ ） ／ 第 ２ 誘 電 体 層 ２ １ （ 形 成 成 分 ； ZnS、 屈 折 率 ＝ ２ ． ３ ２ ） な ど の 層 構 成 に す
る こ と が で き る
　 上 記 の よ う な レ ー ザ ー 反 射 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ は 、 上 記 の よ う な 誘 電 体 を 着 色 ポ リ カ ー ボ
ネ ー ト 板 １ ４ の 表 面 に 蒸 着 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 こ う し て 形 成 さ れ る 誘
電 体 多 層 膜 １ ５ は 、 繰 り 返 し 回 数 ｐ が 数 十 と な り 、 合 計 の 厚 さ は 、 通 常 は ２ ０ ０ ０ ～ ５ ０
０ ０ nmの 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の よ う な 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ が 形 成 さ れ た 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 反 対 側 、 即
ち 顔 面 に 対 面 す る 側 ３ ５ の 表 面 （ 凹 部 側 ） に は 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射
膜 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ は 、 前 述 の
よ う に 、 ヘ ル メ ッ ト に 備 え ら れ た Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tubes） １ ３ ,１ ３ 上 の 画 像 情 報 を
投 影 光 学 装 置 １ ２ ,１ ２ を 用 い て 投 影 し て 反 射 さ せ 、 バ イ ザ ー １ ０ の 外 側 に 虚 像 を 認 識 さ
せ る も の で あ り 、 投 影 光 学 装 置 １ ２ ,１ ２ か ら 投 影 さ れ た 波 長 ５ ４ ３ nm近 傍 の 波 長 の 可 視
光 を 部 分 的 に 反 射 さ せ て 虚 像 を 形 成 さ せ る と 共 に 、 外 部 の 状 況 を 把 握 す る た め に 外 部 か ら
バ イ ザ ー を 透 過 し て 到 達 す る 可 視 光 の 反 射 は で き る だ け 低 い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ も 、 上 記 式 （ Ａ ） に 示 す よ う な 反 射
率 、 屈 折 率 、 層 の 繰 り 返 し 回 数 の 関 係 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て こ の 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ は 複 数 の 誘 電 体 層 を 積 層 し た
構 成 を 有 し て い る 。 こ の よ う な 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ を 形 成 す る
誘 電 体 層 は 、 例 え ば 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム
な ど に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６
を 複 数 の 誘 電 体 層 を 積 層 す る こ と に よ り 形 成 す る 場 合 、 (a)着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４
／ 第 １ 誘 電 体 層 a（ 形 成 成 分 ； SiO 2 、 屈 折 率 ＝ １ ． ４ ６ ） ／ 第 ２ 誘 電 体 層 a（ 形 成 成 分 ； Ti
O 2 、 屈 折 率 ＝ ２ ． ４ ） 、 （ b)着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ ／ 第 １ 誘 電 体 層 b（ 形 成 成 分 ； M
gF 2 、 屈 折 率 ＝ １ ． ３ ８ ） ／ 第 ２ 誘 電 体 層 b（ 形 成 成 分 ； ZiO 2 、 屈 折 率 ＝ ２ ． １ ） な ど の 層
構 成 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ は 、
投 影 光 学 装 置 １ ２ ,１ ２ か ら 投 影 さ れ る 画 像 情 報 を 部 分 的 に 反 射 す る も の で あ り 、 こ の よ
う な 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ の 反 射 率 は 、 通 常 は 、 ２ ０ ～ ４ ０ ％ の
範 囲 内 に あ り 、 投 影 光 学 装 置 １ ２ ,１ ２ か ら 投 影 さ れ る 画 像 情 報 を 部 分 的 に 反 射 さ せ て 、
バ イ ザ ー の 外 側 に 虚 像 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 こ の 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ は 、 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ 同 様 に
、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 表 面 に 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 （ 図 示 な し ） を 介 し て
形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ は 繰 り 返 し 回 数 ｐ が 数 回 で あ
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り 、 通 常 は 、 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 誘 電 体 か ら な る 層 を 有 す る 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に
対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ を 有 す る バ イ ザ ー に お い て は 、 多 重 干 渉 に よ る 入 射 角 依 存 性 が 発 生
す る 。 図 ４ は 、 こ の 入 射 角 依 存 性 の 原 理 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 即 ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 薄 層 ２ ２ で の 入 射 角 が θ の 光 が 空 気 層 ２ ３ に 多 重 干 渉 に よ り
反 射 す る 条 件 は 次 式 （ B） で 表 す こ と が で き る 。 な お 、 付 番 １ ４ は 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
板 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 2nt・ cosθ ＝ λ 　 　 　 ・ ・ ・ （ B）
　 こ こ で 、 nは 薄 層 ２ ２ の 屈 折 率 、 ｔ は 薄 層 ２ ２ の 厚 さ 、 θ は 薄 層 内 で の 光 の 入 射 角 、 λ
は 反 射 し よ う と す る 光 の 波 長 で あ る 。 nお よ び ｔ を 定 数 と し て 上 記 式 （ B） の 両 辺 を 微 分 す
る と 、 次 式 （ B-1） を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 式 （ B-1） か ら 、 波 長 λ が 短 い 光 の 方 が 角 度 依 存 性 が 高 い こ と が わ か る 。 従 っ て 、
波 長 が 異 な る 複 数 の レ ー ザ ー 光 を 遮 光 す る 場 合 、 短 波 長 側 の レ ー ザ ー 光 を 着 色 ポ リ カ ー ボ
ネ ー ト 板 中 に 含 有 さ れ る 吸 収 色 素 で 吸 収 し 、 長 波 長 側 の レ ー ザ ー 光 を 、 誘 電 体 多 層 膜 に よ
っ て 反 射 ・ 遮 光 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の バ イ ザ ー の 角 度 依 存 性 を 緩 和 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 た と え ば 、 波 長 ５ １ ４ nmの ア ル ゴ ン イ オ ン レ ー ザ ー 光 、 波 長 ５ ３ ２ nmの Nb-YAG２ 倍 レ ー
ザ ー 光 、 波 長 ６ ９ ４ nmの ル ビ ー レ ー ザ ー 光 お よ び 波 長 １ ０ ６ ４ nmの Nb-YAGレ ー ザ ー 光 を 同
時 に 遮 光 す る 場 合 、 ア ル ゴ ン イ オ ン レ ー ザ ー 光 （ ５ １ ４ nm） お よ び Nb-YAG２ 倍 レ ー ザ ー 光
（ ５ ３ ２ nm） を 吸 収 色 素 に よ り 吸 収 し 、 ル ビ ー レ ー ザ ー 光 （ ６ ９ ４ nm） お よ び Nb-YAGレ ー
ザ ー 光 （ １ ０ ６ ４ nm） を 誘 電 体 多 層 膜 に よ り 反 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の よ う に 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ と 、 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 凸 面
側 ２ ５ に 形 成 さ れ た 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ と 、 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 凹 面 側 ３ ５
に 形 成 さ れ た 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ と を 有 す る 本 発 明 の 航 空 ヘ ル
メ ッ ト 用 バ イ ザ ー １ ０ の 表 面 は 、 擦 り 傷 、 手 垢 お よ び 水 蒸 気 に 対 す る 耐 性 が 低 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 バ イ ザ ー の 表 面 に 耐 擦 傷 性 を 付 与 し 、 さ ら に 防 曇 性 を 付 与 す る た め に 、 本 発 明 の 航 空 ヘ
ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー １ ０ の 表 面 は 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ で 被 覆 さ れ て お り 、 さ ら に こ の 酸 化
物 複 合 膜 １ ７ に 系 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し て 、 こ の 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 界 面 活 性 剤 を 保 持 さ せ
る 。 こ の 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ は 、 複 数 の フ ル オ ロ 金 属 錯 体 を 溶 解 す る 水 溶 液 中 に 、 ホ ウ 素 化
合 物 を 添 加 す る こ と に よ り 、 酸 化 物 複 合 体 を バ イ ザ ー 表 面 に 析 出 さ せ る こ と に よ り 形 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 使 用 す る こ と が で き る フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 （ A群 ） の 例 と し て は 、 フ ッ 化 チ タ
ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 TiF 6 )、 フ ッ 化 ケ イ 素 ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 SiF 6 )、 お よ び 、 フ
ッ 化 ジ ル コ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 ZrF 6 )を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら は 単 独 で あ る
い は 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 上 記 の フ ル オ ロ 金 属 策 化
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合 物 中 の 金 属 の 一 部 は 、 Nb、 Ta、 Al、 Sn、 Gaな ど の 金 属 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な 他 の
金 属 を 含 有 す る フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 （ B群 ） の 例 と し て は 、 フ ッ 化 ス ズ ア ン モ ニ ウ ム ((N
H 4 ) 2 SnF 6 )、 フ ッ 化 イ ン ジ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 InF 6 )、 フ ッ 化 タ ン タ ル ア ン モ ニ ウ ム (
(NH 4 ) 2 TaF 7 )、 フ ッ 化 ニ オ ビ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 NbF 7 )、 フ ッ 化 ア ル ミ ニ ウ ム ア ン モ
ニ ウ ム ((NH 4 ) 3 AlF 6 )、 お よ び 、 フ ッ 化 ガ リ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 GaF 6 )を 挙 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 般 に フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 を 純 水 中 に 溶 解 さ せ る と 、 次 式 で 示 さ れ る よ う に 電 離 し て
溶 解 す る 。
(NH 4 ) 2 MeF 6  + H 2 O →  2NH 4

+   + MeF 6
2 +   + H 2 O      (Me； 金 属 原 子 )

　 フ ル オ ロ 金 属 錯 体 化 合 物 が 上 記 の よ う に 電 離 し て 溶 解 し て い る 水 溶 液 に 、 フ ッ 素 補 足 剤
と し て ホ ウ 素 化 合 物 を 添 加 す る と 、 次 式 に 従 い 、 金 属 Meに 結 合 し て い る フ ッ 素 が ホ ウ 素 化
合 物 に よ っ て 捕 捉 さ れ 、 金 属 Meが 酸 化 物 を 形 成 し て 析 出 す る 。
MeF 6

2 +   + 2H 2 O  → 　 MeO 2 ↓  + 6F- + 4H
+

BO 3
2 -  + ４ F -  + ６ H +  →  BF 4

-  + ３ H 2 O
　 そ し て 、 上 記 の よ う に し て 金 属 酸 化 物 が 析 出 す る 水 溶 液 中 に 、 一 方 の 面 （ 凸 面 ） に 、 好
適 に は 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 介 し て 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ が 形 成 さ れ 、 他 方 の 面 （
凹 面 ） に ５ ４ ３ nmの 透 過 光 の 部 分 反 射 膜 が 形 成 さ れ た 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ５ を 浸 漬
す る こ と に よ り 、 酸 化 物 複 合 体 を 析 出 さ せ て 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 使 用 す る フ ッ 素 捕 捉 剤 と し て は 、 酸 化 ホ ウ 素 、 ホ ウ 酸 あ る い は ホ ウ 酸 塩 を 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 の よ う な フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 は 、 温 度 を 通 常 は ２ ５ ～ ６ ０ ℃ 、 好 ま し く は ３ ０ ～
５ ０ ℃ の 範 囲 内 に 調 整 し た １ リ ッ ト ル の 純 水 中 に 、 A群 の フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 と し て 、
フ ッ 化 ケ イ 素 ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 SiF 6 )を ０ ～ １ ０ ０ モ ル ％ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ９ ９ ．
９ モ ル ％ の 範 囲 内 の 量 、 フ ッ 化 チ タ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 TiF 6 ) を ０ ～ １ ０ ０ モ ル
％ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ５ ０ ． ０ モ ル ％ の 範 囲 内 の 量 、 さ ら に フ ッ 化 ジ ル コ ニ ウ ム ア ン モ
ニ ウ ム ((NH 4 ) 2 ZrF 6 ) ０ ～ １ ０ ０ モ ル ％ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ９ ９ ． ９ モ ル ％ の 範 囲 内 の
量 で 加 え て 溶 解 さ せ る 。 た だ し 、 こ の 水 溶 液 中 に お け る 上 記 A群 の フ ル オ ロ 金 属 化 合 物 の
濃 度 は 、 合 計 で 、 通 常 は １ × １ ０ - 3 モ ル ／ リ ッ ト ル ～ １ モ ル ／ リ ッ ト ル 、 好 ま し く は ０ ．
５ × １ ０ - 2 モ ル ／ リ ッ ト ル ～ ０ ． ５ モ ル ／ リ ッ ト ル の 範 囲 内 に 調 整 さ れ る 。 な お 、 フ ル オ
ロ 金 属 錯 化 合 物 と し て B群 の 化 合 物 を 使 用 す る 場 合 に は 、 上 記 A群 の 化 合 物 の 通 常 は ０ ． １
～ ９ ９ ． ９ モ ル ％ の 範 囲 内 の 量 、 好 ま し く は ５ ～ ９ ０ モ ル ％ の 範 囲 内 の 量 で 使 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 フ ッ 素 捕 捉 剤 と し て 使 用 さ れ る ホ ウ 素 化 合 物 は 、 水 溶 液 中 に 溶 存 し て い る フ ル オ
ロ 金 属 錯 化 合 物 １ モ ル に 対 し て 、 通 常 は ５ ～ ５ ０ モ ル 、 好 ま し く は １ ０ ～ ２ ０ モ ル の 範 囲
内 の 量 で 使 用 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 フ ル オ ロ 金 属 錯 化 合 物 を 上 記 の よ う な 濃 度 で 溶 解 す る
水 溶 液 １ リ ッ ト ル に 、 ホ ウ 素 化 合 物 （ 例 え ば 酸 化 ホ ウ 素 （ B 2 O 3 ） 、 ホ ウ 酸 （ H 3 BO 3 ） な ど
） を 通 常 は ０ ． １ ～ ０ ． ５ モ ル 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ０ ． ３ モ ル の 範 囲 内 の 量 で 添 加 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に し て ホ ウ 素 化 合 物 を 添 加 す る こ と に よ り 、 複 合 酸 化 物 の 析 出 が 開 始 さ れ る の
で 、 こ の 水 溶 液 中 に バ イ ザ ー を 一 定 時 間 浸 漬 し 、 こ の 状 態 に 一 定 時 間 維 持 す る こ と に よ り
、 バ イ ザ ー の 表 面 に 複 合 酸 化 物 の 薄 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 際 、 誘 電 体 多 層 膜 を 形 成 し た バ イ ザ ー に 、 予 め オ ゾ ン プ ラ ズ マ な ど を 照 射 し て 表 面
親 水 化 処 理 を す る こ と に よ り 、 酸 化 物 複 合 膜 の 製 膜 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 こ の よ う な バ イ ザ ー を 水 溶 液 中 に 通 常 は ２ ～ ２ ４ 時 間 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０ 時 間 浸 漬 し
た 後 、 水 溶 液 か ら 取 り 出 し 、 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 、 バ イ ザ ー の 表 面 に 複 合 酸 化 物 膜 を 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ う し て 形 成 さ れ る 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ の 厚 さ は 、 通 常 は １ ～ ５ ０ ０ nm、 好 ま し く は ５ ～
１ ０ ０ nmの 範 囲 内 に あ る 。 乾 燥 後 、 バ イ ザ ー 表 面 に 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し 、 界 面 活 性 剤 の 分
子 が 、 形 成 さ れ た 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 形 成 さ れ た 極 微 細 な 凹 部 に 浸 入 し て こ の 酸 化 物 複 合
膜 １ ７ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 使 用 す る こ と が で き る 界 面 活 性 剤 と し て は 、 陽 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 陰 イ オ ン 性
界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 お よ び 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 の い ず れ で も よ く 、 具 体 的 に は
、 ア ル キ ル エ ー テ ル 硫 酸 エ ス テ ル ナ ト リ ウ ム 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 、 脂
肪 酸 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ド 、 脂 肪 酸 メ チ ル グ ル カ ミ ド 、 α -オ レ フ ィ ン ス ル フ ォ ン 酸 ナ ト リ
ウ ム 、 ス ル ホ コ ハ ク 酸 、 ア ル キ ル ア ミ ン オ キ シ ド 、 直 鎖 ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 な ど
が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 単 独 で あ る い は 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な
界 面 活 性 剤 は 、 グ リ セ リ ン ； ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル の よ う な ポ リ ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル
； エ チ ル ア ル コ ー ル の よ う な ア ル コ ー ル な ど の 補 助 剤 と 共 に 用 い る こ と が 好 ま し い 。 こ の
よ う に 界 面 活 性 剤 を 補 助 剤 と 共 に 使 用 す る 場 合 、 界 面 活 性 剤 は 、 上 記 補 助 剤 に 対 し て 、 通
常 は ２ ０ 重 量 ％ 以 上 の 量 比 で 、 好 ま し く は ３ ０ 重 量 %以 上 の 量 比 で 、 特 に 好 ま し く は ５ ０
重 量 %以 上 の 量 比 の で 混 合 さ れ る 。 こ の よ う な 混 合 物 は 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ 中 に 、 上 記 の
比 率 を 維 持 し た ま ま 含 有 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 量 比 の 界 面 活 性 剤 を 塗 布
し た 後 、 水 分 を 除 去 す る こ と に よ り こ の 界 面 活 性 剤 は 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 含 有 さ れ る 。 ま
た 、 こ の 界 面 活 性 剤 は 、 形 成 さ れ た 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ を ソ フ ト 研 磨 し て 表 面 平 滑 化 を す る
際 に 研 磨 布 に 含 有 さ せ る 界 面 活 性 剤 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の バ イ ザ ー に 形 成 さ れ た 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に は 、 微 細 な 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、
上 記 の よ う な 界 面 活 性 剤 は 、 大 部 分 が 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 形 成 さ れ た 微 細 な 凹 部 中 に 取 り
込 ま れ る 。 特 に 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し な が ら 研 磨 布 な ど で 表 面 ソ フ ト 研 磨 を 行 う と 、 こ の 界
面 活 性 剤 は 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 形 成 さ れ た 微 細 な 凹 部 に 浸 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に し て 一 旦 微 細 な 凹 部 に 浸 入 し た 界 面 活 性 剤 は 、 物 理 的 に 除 去 さ れ に く く な る
と 共 に 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ が 親 水 性 お よ び 新 媒 性 を 有 す る に も 拘 ら ず 、 水 と の 接 触 に よ っ
て も 過 度 に は 流 出 し な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 の バ イ ザ ー が 水 と 接 触 す る と 、 微 量 の 界 面 活 性 剤 が 溶 出 し 、 バ イ
ザ ー 表 面 で 水 が 水 滴 と し て 存 在 で き な い 程 度 に 水 の 表 面 張 力 を 低 下 さ せ る 。 こ の た め に バ
イ ザ ー 表 面 に 接 触 し た 水 は 、 水 膜 と な っ て バ イ ザ ー 表 面 に 広 が る た め に バ イ ザ ー に 曇 り が
生 じ に く く な る 。 ま た 、 バ イ ザ ー 全 体 に 水 膜 が 形 成 さ れ る こ と か ら 、 こ の 水 が 蒸 発 し て も
水 滴 状 の 残 痕 が 生 じ に く く な り 、 従 っ て 、 本 発 明 の バ イ ザ ー 付 着 し た 汚 れ は 、 水 洗 に よ り
容 易 に 除 去 す る こ と が で き る 。
ま た 、 バ イ ザ ー に 付 着 し た 手 垢 な ど の 汚 れ も ふ き 取 り に よ り 、 微 量 の 界 面 活 性 剤 と 共 に 容
易 に 拭 い 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の バ イ ザ ー の 表 面 に 形 成 さ れ た 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 形 成 さ れ た 微 細 な 凹 部
に 浸 入 し た 界 面 活 性 剤 は 、 物 理 的 な ふ き 取 り な ど に よ っ て は 除 去 さ れ に く く 、 バ イ ザ ー が
水 と 接 触 し た 場 合 に 微 量 溶 出 す る の で 、 長 期 間 に わ た っ て 、 バ イ ザ ー 表 面 に 残 存 す る 。 そ
し て 、 こ の よ う な 界 面 活 性 剤 が 残 存 し て い る 限 り 、 本 発 明 の バ イ ザ ー は 、 良 好 な 防 曇 性 を
維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 界 面 活 性 剤 は 、 上 述 の よ う な 界 面 活 性 剤 を た と え ば ス
プ レ ー な ど に よ り バ イ ザ ー 表 面 に 供 給 す る か 、 お よ び ／ ま た は 、 界 面 活 性 剤 を 含 浸 さ せ た
拭 き 布 で バ イ ザ ー 表 面 を 拭 く こ と に よ り 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ に 形 成 さ れ た 微 細 な 凹 部 に 追
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加 供 給 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て バ イ ザ ー 表 面 に 新 た に 供 給 さ れ た 界 面 活 性 剤 は
、 た と え ば 拭 き 布 で 拭 き の ば す こ と に よ り 、 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ の 表 面 に あ る 微 細 な 凹 部 に
充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ を 最 外 層 と し て 形 成 す る こ と に よ り 、 耐 擦 傷 性 が 著 し く 向
上 す る と 共 に 、 長 期 間 に わ た っ て 大 変 優 れ た 防 曇 性 が 付 与 さ れ る 。 そ し て 、 最 外 層 と し て
こ の よ う な 酸 化 物 複 合 膜 １ ７ を 形 成 す る こ と に よ っ て も 、 レ ー ザ ー 光 の 反 射 性 、 波 長 ５ ４
３ nmの 投 影 光 に 対 す る 反 射 率 、 光 透 過 率 な ど 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー の 有 す る
光 学 的 特 性 が 変 動 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 の 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し て 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー に つ い て 具 体 的 に 説
明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 フ ッ 化 珪 素 ア ン モ ニ ウ ム を ９ ９ ． ０ ｇ 、 フ ッ 化 チ タ ン ア ン モ ニ ウ ム を ４ ． １ ７ ｇ 、 フ ッ
化 ジ ル コ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム を ４ ． ３ ２ ｇ 秤 量 し 、 こ れ ら を 純 水 に 溶 解 し 処 理 液 全 体 の 量
を ３ リ ッ ト ル と し 、 こ の 処 理 液 の 温 度 を ４ ０ ℃ に 保 持 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ う し て 調 製 さ れ た 水 溶 液 に ホ ウ 酸 （ H 3 BO 3 ） を ９ ０ ｇ 添 加 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ホ ウ 酸 を 添 加 後 、 ホ ウ 酸 が 完 全 に 溶 解 し た こ と を 確 認 し て か ら 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
板 の 表 面 に 、 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 介 し て 、 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 波 長 ５ ４
３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ が 形 成 さ れ た バ イ ザ ー を 水 溶 液 中 に 浸 漬 し た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の ま ま の 条 件 で 浸 漬 を ２ ４ 時 間 続 け た 後 、 バ イ ザ ー を 取 り 出 し 、 純 水 （ ４ ０ ℃ ） に よ
っ て 洗 浄 後 、 乾 燥 し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 い で 、 ス ル ホ コ ハ ク 酸 と ア ル キ ル ア ミ ン オ キ シ ド と の 混 合 溶 液 か ら な る 界 面 活 性 剤 を
塗 布 し 、 表 面 に む ら が 発 生 し な い よ う に 布 で 拭 き あ げ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 加 湿 器 上 部 に ３ ５ cmの 筒 を 設 け 、 こ の 筒 の 先 端 を 蒸 気 噴 出 口 （ 4０ ～ ５ ０ ℃ ） と し 、 こ
の 蒸 気 噴 出 口 に 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し た 状 態 の バ イ ザ ー を 固 定 し 、 防 曇 持 続 性 を 評 価 し た
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ６ ０ 分 以 上 蒸 気 を 吹 き 付 け た が 、 特 に バ イ ザ ー の 視 界 を 大 き く 妨 げ る 曇 り は 発 生 し な か
っ た 。 ま た 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し て そ の ま ま 放 置 す る 試 験 で は 、 ２ ０ ～ ３ ０ 日 後 、 呼 気 を
あ て て も 曇 り が 生 じ な い 状 態 が 維 持 さ れ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 別 途 表 面 の 耐 擦 傷 性 を 調 べ た 。 即 ち 、 ＃ ０ ０ ０ ０ 番 の ス チ ー ル ウ ー ル を 用 い て 、 加
重 ５ ０ ０ ｇ 、 ス ト ロ ー ク ２ ０ mm、 ２ ０ 往 復 （ １ 往 復 ２ ． ７ 秒 ） の 条 件 で 、 バ イ ザ ー の 表 面
を こ す り 、 表 面 の 状 態 を ５ 段 階 ラ ン ク で 評 価 し た と こ ろ 、 ４ 以 上 の 評 価 が 得 ら れ 、 良 好 な
耐 擦 傷 性 を 示 し た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 上 記 の 酸 化 物 複 合 膜 の 形 成 に 使 用 し た バ イ ザ ー は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に 光 吸 収 色
素 と し て ア ゾ 系 油 溶 染 料 、 フ タ ロ シ ア ン 金 属 錯 体 色 素 を 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト １ ０ ０ 重 量 部
に ０ ． １ ～ １ 重 量 部 で 配 合 し て 溶 融 混 練 し て 厚 さ ２ ～ ２ ． ５ mmの 板 状 に し た 着 色 ポ リ カ ー
ボ ネ ー ト 板 １ ４ を 基 板 と し 、 こ の 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 １ ４ の 凸 面 に 誘 電 体 多 層 膜 １ ５
と し て 、 SiO 2 と 、 TiO 2 と を 、 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 （ 厚 さ ； １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ nm） を 介
し て 蒸 着 し 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 凹 面 に 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 の 部 分 反 射 膜 形 成
成 分 と し て 、 SiO 2 と 、 TiO 2 と を 蒸 着 さ せ た も の で あ る 。
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【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 １ に お い て 、 酸 化 物 複 合 膜 を 以 下 の よ う に し て 形 成 し た 以 外 は 同 様 に し て 本 発 明
の バ イ ザ ー を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 フ ッ 化 珪 素 ア ン モ ニ ウ ム を ４ ７ ． ８ ｇ 、 フ ッ 化 チ タ ン ア ン モ ニ ウ ム を １ １ ． ８ ｇ 、 フ ッ
化 ジ ル コ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム を ６ ４ ． ８ ｇ 秤 量 し 、 こ れ ら を 純 水 に 溶 解 し 処 理 液 全 体 の 量
を ３ リ ッ ト ル と し 、 こ の 処 理 液 の 温 度 を ４ ０ ℃ に 保 持 し た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ う し て 調 製 さ れ た 水 溶 液 に ホ ウ 酸 （ H 3 BO 3 ） を ９ ０ ｇ 添 加 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ホ ウ 酸 を 添 加 後 、 ホ ウ 酸 が 完 全 に 溶 解 し た こ と を 確 認 し て か ら 、 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
板 に 、 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 介 し て 、 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの
投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ を 形 成 し た バ イ ザ ー を 水 溶 液 中 に 浸 漬 し た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の ま ま の 条 件 で 浸 漬 を ２ ４ 時 間 続 け た 後 、 バ イ ザ ー を 取 り 出 し 、 純 水 （ ４ ０ ℃ ） に よ
っ て 洗 浄 後 、 乾 燥 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 い で 、 ス ル ホ コ ハ ク 酸 と ア ル キ ル ア ミ ン オ キ シ ド と の 混 合 溶 液 か ら な る 界 面 活 性 剤 を
塗 布 し 、 表 面 に む ら が 発 生 し な い よ う に 布 で 拭 き あ げ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 加 湿 器 上 部 に ３ ５ cmの 筒 を 設 け 、 こ の 筒 の 先 端 を 蒸 気 噴 出 口 （ 4０ ～ ５ ０ ℃ ） と し 、 こ
の 蒸 気 噴 出 口 に 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し た 状 態 の バ イ ザ ー を 固 定 し 、 防 曇 持 続 性 を 評 価 し た
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ６ ０ 分 以 上 蒸 気 を 吹 き 付 け た が 、 特 に バ イ ザ ー の 視 界 を 大 き く 妨 げ る 曇 り は 発 生 し な か
っ た 。 ま た 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し て そ の ま ま 放 置 す る 試 験 で は 、 ２ ０ ～ ３ ０ 日 後 、 呼 気 を
あ て て も 曇 り が 生 じ な い 状 態 が 維 持 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 別 途 表 面 の 耐 擦 傷 性 を 調 べ た 。 即 ち 、 ＃ ０ ０ ０ ０ 番 の ス チ ー ル ウ ー ル を 用 い て 、 加
重 ５ ０ ０ ｇ 、 ス ト ロ ー ク ２ ０ mm、 ２ ０ 往 復 （ １ 往 復 ２ ． ７ 秒 ） の 条 件 で 、 バ イ ザ ー の 表 面
を こ す り 、 表 面 の 状 態 を ５ 段 階 ラ ン ク で 評 価 し た と こ ろ 、 ４ 以 上 の 評 価 が 得 ら れ 、 良 好 な
耐 擦 傷 性 を 示 し た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 実 施 例 １ に お い て 、 酸 化 物 複 合 膜 を 以 下 の よ う に し て 形 成 し た 以 外 は 同 様 に し て 本 発 明
の バ イ ザ ー を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 フ ッ 化 珪 素 ア ン モ ニ ウ ム を １ ３ ． ８ ｇ 、 フ ッ 化 チ タ ン ア ン モ ニ ウ ム を ２ ７ ． １ ｇ 、 フ ッ
化 ジ ル コ ニ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム を ９ １ ． ８ ｇ 秤 量 し 、 こ れ ら を 純 水 に 溶 解 し 処 理 液 全 体 の 量
を ３ リ ッ ト ル と し 、 こ の 処 理 液 の 温 度 を ４ ０ ℃ に 保 持 し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ う し て 調 製 さ れ た 水 溶 液 に ホ ウ 酸 （ H 3 BO 3 ） を ９ ０ ｇ 添 加 し た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ホ ウ 酸 を 添 加 後 、 ホ ウ 酸 が 完 全 に 溶 解 し た こ と を 確 認 し て か ら 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂
基 板 に 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜 ３ ０ を 形 成 し 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 波 長 ５ ４ ３ nmの 投
影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜 １ ６ を 形 成 し た バ イ ザ ー を 水 溶 液 中 に 浸 漬 し た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の ま ま の 条 件 で 浸 漬 を ２ ４ 時 間 続 け た 後 、 バ イ ザ ー を 取 り 出 し 、 純 水 （ ４ ０ ℃ ） に よ
っ て 洗 浄 後 、 乾 燥 し た 。
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 乾 燥 後 、 ス ル ホ コ ハ ク 酸 と ア ル キ ル ア ミ ン オ キ シ ド と の 混 合 溶 液 か ら な る 界 面 活 性 剤 を
塗 布 し 、 表 面 に む ら が 発 生 し な い よ う に 布 で 拭 き あ げ た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 加 湿 器 上 部 に ３ ５ cmの 筒 を 設 け 、 こ の 筒 の 先 端 を 蒸 気 噴 出 口 （ 4０ ～ ５ ０ ℃ ） と し 、 こ
の 蒸 気 噴 出 口 に 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し た 状 態 の バ イ ザ ー を 固 定 し 、 防 曇 持 続 性 を 評 価 し た
。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ６ ０ 分 以 上 上 記 を 吹 き 付 け た が 、 特 に バ イ ザ ー の 視 界 を 大 き く 妨 げ る 曇 り は 発 生 し な か
っ た 。 ま た 、 界 面 活 性 剤 を 塗 布 し て そ の ま ま 放 置 す る 試 験 で は 、 ２ ０ ～ ３ ０ 日 後 、 呼 気 を
あ て て も 曇 り が 生 じ な い 状 態 が 維 持 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 別 途 表 面 の 耐 擦 傷 性 を 調 べ た 。 即 ち 、 ＃ ０ ０ ０ ０ 番 の ス チ ー ル ウ ー ル を 用 い て 、 加
重 ５ ０ ０ ｇ 、 ス ト ロ ー ク ２ ０ mm、 ２ ０ 往 復 （ １ 往 復 ２ ． ７ 秒 ） の 条 件 で 、 バ イ ザ ー の 表 面
を こ す り 、 表 面 の 状 態 を ５ 段 階 ラ ン ク で 評 価 し た と こ ろ 、 ４ 以 上 の 評 価 が 得 ら れ 、 良 好 な
耐 擦 傷 性 を 示 し た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー が 提 供 さ れ る 。 こ の バ イ ザ ー は 、 光 学 的 特 性 に 優 れ
て い る こ と は 勿 論 、 耐 擦 傷 性 お よ び 防 曇 性 に 優 れ る 。 ま た 、 レ ー ザ ー 装 置 か ら の レ ー ザ ー
光 を 誘 電 体 多 層 膜 １ ５ お よ び 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 に よ り 遮 光 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー お よ び こ の バ イ ザ ー を 用 い た 虚 像 形
成 の 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 レ ー ザ ー 反 射 誘 電 体 多 層 膜 、 お よ び 、 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部
分 反 射 膜 の 断 面 を 示 す 図 で あ る ・
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 こ の 入 射 角 依 存 性 に つ い て 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
１ ０ ・ ・ ・ 航 空 ヘ ル メ ッ ト 用 バ イ ザ ー
１ ２ ・ ・ ・ 投 影 光 学 装 置
１ ３ ・ ・ ・ Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tubes）
１ ４ 、 １ ９ ・ ・ ・ 着 色 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板
１ ５ ・ ・ ・ 誘 電 体 多 層 膜
１ ６ ・ ・ ・ 波 長 ５ ４ ３ nmの 投 影 光 に 対 す る 部 分 反 射 膜
１ ７ ・ ・ ・ 酸 化 物 複 合 膜
１ ８ ・ ・ ・ 空 気 層
２ ０ ・ ・ ・ 第 １ 誘 電 体 層
２ １ ・ ・ ・ 第 ２ 誘 電 体 層
２ ２ ・ ・ ・ 薄 層
２ ３ ・ ・ ・ 空 気 層
２ ５ ・ ・ ・ 顔 面 側 と は 反 対 の 側 （ 凸 面 側 ）
３ ０ ・ ・ ・ 熱 硬 化 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 膜
３ ５ ・ ・ ・ 顔 面 に 対 面 す る 側 （ 凹 部 側 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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